


 

目的 

 Fabry 病は伴性劣性の遺伝性疾患と云われており,患者の母親は保因者にな

る筈である。また母親の皮膚培養細胞ではα-galactosidase の活性を持つ細胞

と,そうでない細胞がモザイクになっているのが証明されている。我々は母親由

来のリンパ球をクローン化し,それについてα-galactosidase 活性をみること

により,保因者の確定診断することを目的とした。 


